
（新規指標・厚労省提出指標）
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Process

Outcome

Structure  指標の意義
・�血清アルブミン値に影響する特定の疾患や状態は混入しうるが、一定の栄養状態の指標として広く用いられている。

目標数値については、いくつかの研究で褥瘡の治癒、胃瘻造設の適応可否、死亡との関連などあるが、評価はわかれ
る。日本慢性期医療協会の指標、NQMCにならった。

  指標の計算式、分母・分子の解釈

各指標の計算式と分母・分子の項目名 分母・分子の解釈

分子 A）2 回以上アルブミン検査を実施している患者数
B）退院直近の血清アルブミン値が 3.0g/dl 以上になった患者数

A）分母のうち、2 回以上アルブミン検査を行った患者数。
B）分母のうち、退院までに 2 回以上アルブミン検査を実施し、
退院直近のアルブミン値が 3.0g/dl 以上になった患者数。

分母 当該月の 65 歳以上退院患者のうち、入院 3 日までの血清アル
ブミン値が 3.0g/dl 未満の患者数

・在院日数 14 日未満の患者（※慢性期病院は 30 日未満）、死亡
退院患者、肝硬変患者、ネフローゼ患者は分母に含まない。
・そもそもアルブミン検査していない患者は分母に含まない。

収集
期間 １ヶ月毎

調整
方法

※分母分子の項目名、分母分子の解釈の記載がわかりづらかったため、修正しています。
分母は、A）B）共通とし、｢当該月の65歳以上退院患者のうち入院3日までの血清アルブミン値が3.0g/dl未満の患
者数｣とします。分母のうち、A）2回以上アルブミン検査を実施している患者、B）退院直近の血清アルブミン値が
3.0g/dl以上になった患者数を分子とします。
分母から除くのは、在院日数14日未満の患者（慢性期病院の場合は30日未満）、死亡退院患者、肝硬変患者、ネフ
ローゼ患者とします。
分子のB）は、退院までに2回以上アルブミン検査を実施し、退院直近のアルブミン値が3.0g/dl以上になった患者とします。

  考察
A）最小値 44.69　25％値 71.77　中央値 85.34　75％値 94.59　最大値100　回答病院　55（回答率60％）
B)最小値 6.01　25％値 17.52　中央値 25.62　75％値 34.80　最大値50.00　回答病院　55（回答率60％）

　2016年新規指標のため前年比較はありません。
　臨床的には術後の合併症発症率は≦3.0g/dlでは2 ～ 3倍、術後12週間後死亡率は≦3.0g/dlでは3.5倍、術後2
年後の死亡率は≦3.5g/dlでは1.9倍といわれています。また、複数の慢性疾患を持つ場合と比較しても低栄養の5年
生存率は低く、低栄養そのものが死亡率の危険因子と言われています。
　A）100％の病院が6病院ありましたが、うち2病院が12か月連続して報告がありました。
　B）NSTの介入が進んでいても低栄養の患者の場合、アルブミン値の改善が難しいケースもあり、中央値25.62から
もその困難性がうかがえます。
　母数が小さいのでこれらの指標については経年的に見ていく必要があります。
　リスク管理の視点から、血清アルブミン値が3.0g/dl未満の患者の検査の2回以上実施100％を目指しましょう。
　アルブミン値の改善については施設毎に入院時平均値と退院時平均値の比較、患者層や改善率など見ていく事も重要です。

  改善事例
・��「栄養アセスメント実施割合」の改善と連動して、下期（７月～）からは、「検査２回以上実施割合」も「低栄養の改善率」

もさらに上昇傾向。【補足】①栄養管理調査より、月毎の推移や内訳等も把握出来ている。②測定内容の詳細について
は、期間限定で、別途関係者へ情報提供を行っている。③3月29日には、ＱＩニュース№003で「職員向けの啓発」も
行った。

・��検査が実施されておらず改善状況の把握等ができない事例があり、アルブミン検査実施の徹底を医局に申し入れた。
また、漏れないように入院時検査セットに登録。

・��保険点数が算定できない回復期リハビリ病棟でも、検査をオーダーすることになった。

65歳以上低栄養の改善率
Ａ）アルブミン検査2回以上実施した割合
Ｂ）退院直近の血清アルブミン値が3.0g/dl以上になった割合6
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指標 6 Outcome65歳以上低栄養の改善率Ａ）アルブミン検査2回以上実施した割合Ｂ）退院直近の血清アルブミン値が3.0g/dl以上になった割合
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指標 6 Outcome65歳以上低栄養の改善率Ａ）アルブミン検査2回以上実施した割合Ｂ）退院直近の血清アルブミン値が3.0g/dl以上になった割合
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